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(1)実施場所
①ゴルフ…………武生キャンパスグラウンド
（l20mxllOm）
②テニス…………武生キャンパステニスコート
（３面)、福井キャンパステニスコート（３面）
③サッカー………武生キャンパスグラウンド
（２面)、福井キャンパスグラウンド（２面）
④バドミントン…武生キャンパス体育館（６面）
⑤ソフトボール…武生キャンパスグラウンド
（４面)、福井キャンパスグラウンド（４面）
⑥トランポリン…福井キャンパス体育館（７台）
⑦ローラースケート…福井キャンパス体育館
本学は2000年12月まで、武生市と福井市にキャ
ンパスを所有していたが、2001年１月に武生市
のキャンパスを福井市のキャンパスに移転統合し
ている。
(2)授業回数と内容
各種目の授業内容は、基礎技術の練習とそれを
生かしたゲームを主体に構成して実施した。授業
計画は概ね表１のとおりである。1種目７回（週
１回）の授業の内、１回目はその種目のガイダン
ス、７回目はその種目の実技試験を実施したの
で、２回目から６回目の５回の授業を対象に調査
した．なお、グラウンド、テニスコートの授業が
雨天で実施できない場合は、体育館にてその種目
または別の種目を実施し、調査の対象外とした。
５回に達しない不足分は７回目の実技試験を振り
替えたり、８回目の授業を追加して補った。
(3)調査方法
授業は出欠確認後、学生に左腰に万歩計（ＹＡ
ＭＡＳＡＥＭ－２００）を着用させた。授業終了
時に万歩計を回収し、その歩行数を記録した。
Ｌ目的
本学の教養科目「スポーツ実技」では、「様々
なスポーツ種目を楽しめる知識・技能・態度を身
につけ、より豊かな学生生活を送るとともに、生
涯にわたってスポーツ・レクリエーションを楽し
むことのできる実践的能力を培い、健康の維持増
進・体力の向上をねらいとする」の目標を掲げ、
各種のスポーツ種目を教材とした授業を実施して
きた。
教材としたスポーツ種目は、ゴルフ、サッカー、
ソフトボール、卓球、ダンス、トランポリン、テ
ニス、バスケットボール、バドミントン、バレー
ボール、ハンドボール、ローラースケートの12種
目になる。これらの種目を学生に実施する場合、
そのスポーツ種目の運動量を考慮する必要がある
と思われる。科目は週１回の90分授業なので、
この程度の時間では、科目の目的である「体力の
向上」を図りにくいのが現状である。そこで、本
研究はこれらの種目の運動量を授業実施中の歩行
数によって調査し、より適正な運動量を確保する
目的で行った。
歩行数から運動量を確認する方法は、ライフス
タイルから分析した*'波多野やゴルフのラウンド
から分析した*2研究者の文献を参考にした。
ＩＬ方法
上記の12種目より、研究者が担当したテニス、
ゴルフ、バドミントン、サッカー、ソフトボール、
トランポリン、ローラースケートの７種目を研
究対象とした。
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(4)調査年度と人数
各種目とも２集団の調査を目標にした。調査
の対象にした集団は表２のように、★の数だけ
あったが、前述の「(2)授業回数と内容」が実行
できた集団（各種目の最初の集団をＡ集団、次の
集団をＢ集団とする）の人数は以下のとおりであ
る。
表１．授業計画
種目ガイダンスと基礎技術の練習
基礎技術の練習
基礎技術の練習と練習ゲーム
ゲーム(1)
ゲーム(2)
ゲーム(3)
実技試験
１回目
２回目
３回目
４回目
５回目
６回目
７回目
表２．対象学生集団
表３．対象学生の年齢、身長、体重
－５０－
種目 1９９７ １９９８ １９９９ 2000 2001 2002 合計人数
①ゴルフ
②テニス
③サッカー
④バドミントン
⑤ソフトボール
⑥トランポリン
⑦ローラースケート
★
★
★
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２年生の年齢は236～237ケ月（19歳８～９ケ月)、
１年生の年齢は226ケ月（18歳１０ヶ月）になる。
また、身長および体重の平均値には有意な差はな
かった（Ｐ＞０１)。
１．種目別歩行数
各種目における回数別の万歩計の着用時間は表
４のとおりである。万歩計の着用時間は60分から
75分までの間にあるが、最長時間の1999年のゴル
フと最短時間の2001年のソフトボールの着用時間
の゛3平均値に有意な差があった（ｔ＝3.246ｄｆ
Ⅲ結果と考察
集団の年齢層を均一化するために、対象学生の
内から入学時に20歳を越えている学生の記録は除
いた。また、授業の欠席や見学で－部記録の無い
学生、万歩計のトラブルで正しく測定できなかっ
た学生も除いた。その結果、88.2％（最小815～
91.8％最大）の学生が採用となった。表３は研究
対象学生の人数、年齢、身長、体重である。
対象学生の集団間の年齢には､学年差があった。
表４．万歩計の着用時間
表５．１分当たり歩行数
－５１
種目 年度 人数 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 Ｍ±ＳＤ
①ゴルフ
②テニス
③サッカー
④バドミントン
⑤ソフトボール
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1999.Ａ
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①ゴルフ
②テニス
③サッカー
④バドミントン
⑤ソフトボール
⑥トランポリン
⑦ローラースケート
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＝８Ｐ＜Ｏ])。したがって、集団間の着用時間
に差が予想されるので、測定した歩行数を着用時
間１分当たりの歩行数に換算した。表５は着用
時間１分当たりの歩行数である。
トランポリンとローラースケートを除く各種目
のＡ集団とＢ集団目の歩行数の比較では、Ｂ集団
の方が歩行数が多い。しかし、テニスとバドミン
トンでは有意な差はなかった（テニス.ｔ＝
Ｌ７１９ｄｆ＝６１Ｐ＜０５バドミントン.ｔ＝
Ｌ９３７ｄｆ＝６９Ｐ＜０５)。
(1)ゴルフの歩行数
ゴルフの授業の内容は表６のように実施した。
アプローチゲームは、グラウンドに距離の異な
る４個のミニホールを石灰で描いた。各ホール
は様々な形をした三重の円になっていて、円の中
心にスタンド式のピンを立てた。学生は９番ア
イアンで１人５個のポールを、マットを敷いた
ティーグラウンドから打つｃ打ったポールがピン
のある円に止まると３点、その外の円では２点、
l番外の円では１点とした。２ラウンドプレーし
て得点を記録した。アプローチゲームの(l)は個人
戦、（2)は団体戦として行った。
両集団は５回目までは同じ内容であったが、
Ａ集団は６回目に雨になったので、この回を研
究の対象から外した。そして、７回目の授業を６
回目の代替とした。７回目の授業はアプローチゲ
ーム(2)団体戦を１ラウンドに短縮し、残った時
間で実技試験を行った。Ｂ集団は当初の計画どお
りに連続して授業が実施できた。
両集団には､ほぼ同じ内容の授業を実施したが、
歩行数に有意な差があった（ｔ＝５３５５ｄｆ＝６２
Ｐ＞０１)。これはＡ集団での調査の結果、ゴルフ
は種目の性格上、運動量が不足すると思われたの
で、翌年のＢ集団では、毎回の準備運動として、
120ｍの距離をランニングでｌ往復させた。また、
打った球の回収の回数を多くしたり、アプローチ
ゲームのミニホールをグラウンド全面に設定した
りして、歩く機会を多くした。その効果がB集団
の歩行数に反映されたものと思われる。
(2)テニスの歩行数
テニスの授業の内容は表７のように実施した。
ミニテニスゲームはネットを挟んだサービスコ
ートの範囲で、アンダーサービスを交互にするシ
ングルスを行った。両集団は２回目までは同じ
内容であったが、Ｂ集団は３回目と７回目が雨
になったので、この回を研究の対象から外した。
そして、８回目の授業を追加して、Ａ集団とほぼ
同じ内容の授業が実施できた。
テニスの歩行数は､基本練習の授業の方が多く、
ゲームになると歩行数が減少した。これは、使
用できるコートが３コートなので、ゲームをし
ている時間よりも待機している時間が長いことが
原因と思われる。Ａ集団のダブルスゲームは、テ
ニスの正規のルールを基に、４ゲーム先取で実施
した。待機時間の短縮のため、翌々年のＢ集団で
は、ゲームのやり方を変更して行った。テニスの
正規のルールにとらわれず、３ポイント先取（２
－２のデイウスを行わない）の４ゲームで行い。
表６．ゴルフの授業の内容（◆は調査回）
5２－
授業回数 1998年・Ａ 1999年・Ｂ
目
目
目
目
目
目
目
回
回
回
回
回
回
回
１
２
３
４
５
６
７
種目ガイダンス
◆スイングの基本
◆９番・７番アイアン
◆アプローチゲームのルールと練習ゲーム
◆アプローチゲーム(1)
(雨天：体育館でバッテング）
◆アプローチゲーム（２）と実技試験
◆アプローチゲーム(2)
実技試験
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引き分けも採用した。４ゲームにすると、４人
のプレーヤーが全員］回サービスをすることに
なり、機会均等になる。このように、ゲームのス
ピードアップを図り、待機時間を短くしてゲーム
を行う回数を多くした。また、Ａ集団では主審と
副審だけでゲームを進行したが、Ｂ集団では４
人の審判（主審、副審、線審２人）と２人のポ
ール拾いを用意して、進行させた。これもゲーム
のスピードアップに効果があった。その効果がＢ
集団の歩行数の増加になったが、その程度の増加
では両集団に有意な差がみられなかった。
(3)サッカーの歩行数
サッカーの授業の内容は表８のように実施し
た。
Ａ集団は４回目に雨になったので、７回目を代
替にしたが、その７回目も雨になった。８回目
の授業を追加して、対象となる５回の授業を実
施した。Ｂ集団では２回目が雨だったので、７
回目にゲームと実技試験を行って、対象とした。
サッカーの歩行数は､ゲームになると増加した。
Ａ集団のゲームは］コートを使用した。８人制
の４チームに分け、２チームが対戦し、待機し
ている２チームに審判、ポール拾いをさせた。
ポール拾いは、待機している全員がポールを持っ
てコートを囲み、アウトになったポールの代わり
をすぐに供給した。このため、ポールがアウトに
なっても、すぐにゲームが再開でき、プレーの連
続性が維持できた。Ｂ集団は33人の人数でスター
トしたが、欠席者が出てきたので、ゲームは６人
制にした。６人制なので、コートをやや狭くし
て、２コートを用意した。ゲームは２コート同
時進行としたので、待機学生はなくなった。ゲー
表７．テニスの授業の内容（◆は調査回）
表８．サッカーの授業の内容（◆は調査回）
－５３
授業回数 1999年・Ａ 2001年・Ｂ
目
目
目
目
目
目
目
目
回
回
回
回
回
回
回
回
１
２
３
４
５
６
７
８
◆サービスとボレー
◆ミニテニスゲーム
◆ダブルスゲーム(1)
◆ダブルスゲーム(2)
実技試験
(実施せず）
種目ガイダンス
◆ストロークの基本
(雨天：体育館でトランポリン）
◆サービスとボレー
◆ミニテニスゲーム
◆ダプルスゲーム(1)
(雨天：体育館でテニスのボレー）
◆ダブルスゲーム(2)
授業回数 1998年・Ａ 1999年・Ｂ
目
目
目
目
目
目
月
月
回
回
回
回
回
回
回
回
－
２
３
４
５
６
７
８
◆キックの基本
◆ゲームのルールと練習ゲーム
(雨天：体育館で卓球）
◆8人制ゲーム(1)
◆8人制ゲーム(2)
(雨天：体育館でフットサル）
◆8人制ゲーム(3)
種目ガイダンス
(雨天：体育館でトランポリン）
◆キックの基本
◆ゲームのルールと練習ゲーム
◆6人制ゲーム(1)
◆6人制ゲーム(2)
◆6人制ゲーム(3)と実技試験
(実施せず）
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した。］コートに３チーム（６人）を配置した。
ダブルスゲームは、３人対３人ゲームゲームより
も一人一人の動く範囲が広くなった。２チームが
対戦している時は、ｌチームが待機するので、待
機する２人を主審、副審として、ゲームの進行
をさせた。また、グラウンドやテニスコートに比
べて、体育館は狭く、運動量が不足すると思われ
たので、翌年のＢ集団では、毎回の準備運動とし
て、３０ｍの距離をランニングで３往復させた。こ
うした効果がＢ集団の歩行数の増加になったが、
その程度の増加では両集団に有意な差がみられな
かった。
(5)ソフトボールの歩行数
ソフトボールの授業の内容は表１０のように実
施した。
Ａ集団のゲームは9人制の正規のソフトボールル
ールで行った。ｌチームの人数を］1人とし、２人
を交代要員とした。ゲームは２コート同時進行
ムの間に休憩時間をとったが、それでもＡ集団の
ゲームよりも歩行数が増加した。その影響は全体
の歩行数にも反映され、両集団に有意な差があっ
た（ｔ＝2.594.ｆ＝６３Ｐ＞０５)。
(4)バドミントンの歩行数
バドミントンの授業の内容は表９のように実
施した。
バドミントンはＡ集団もＢ集団も同じ体育館を
使用した。したがって、使用コート数も同じ６コ
ートになった。Ａ集団の人数は40人を超えていた
ので、ゲームはダプルスゲームより多い、３人
対３人ゲームとした。これは、ゲームの待機時
間をできるだけ無くするために行った。３人対３
人ゲームはラリーが続くという利点がある反面、
半コートに３人入るために、一人一人の動く範
囲がやや制限される。
Ｂ集団の人数は36人でスタートしたが、途中で
欠席者が出たので、ゲームはダプルスゲームに
表９．バドミントンの授業の内容（◆は調査回）
表10．ソフトボールの授業の内容（◆は調査回）
F1数
－５４－
授業回数 1999年・Ａ 2000年・Ｂ
目
目
月
月
目
目
目
回
回
回
回
回
回
回
１
２
３
４
５
６
７
種目ガイダンス
◆スイングの基本
◆ゲームのルールと練習ゲーム
◆3人対3人ゲーム(1) ◆ダブルスゲーム(1)
◆3人対3人ゲーム(2)◆ダプルスゲーム(2)
◆3人対3人ゲーム(3)
実技試験
◆ダブルスゲーム(3)
実技試験
授業回数 1997年・Ａ 2001年・Ｂ
目
目
月
月
目
目
目
回
回
回
回
回
回
回
Ｉ
２
３
４
５
６
７
種目ガイダンス
◆キャッチボールとトスバッティング
◆ゲームのルールと練習ゲーム
◆9人制ゲーム(1) ◆6人制三角ベースゲーム(1)
◆9人制ゲーム(2) ◆6人制三角ベースゲーム(2)
(雨天：体育館でバトミントン）
◆9人制ゲーム(3)と実技試験
◆6人制三角ベースゲーム(3)
実技試験
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るため、学生の体力や健康を考慮して、－人が連
続して跳ぶ時間は１分とした。また回数も１０回
までと制限した。したがって、－人の運動時間は
最大１０分が限度となり、その他の時間は他の学生
の補助をしているので、歩行数は少なかった。毎
回の授業は個人の技の習得を中心としたので、授
業の回数にかかわらず、歩行数は安定していた。
トランポリンの歩行数が少ないのは、運動時間
の短さが原因と思われるが、運動の質も関係して
いる。トランポリンの運動は跳躍であり、他の種
目のような歩や走が主体ではない。ゆえに、跳躍
を万歩計で測定するのは適正ではないと思われ
る。
以上の理由で、トランポリンを今回の研究対象
から除いた。
(7)ローラースケートの歩行数
ローラースケートの授業の内容は表11のように
実施した。ローラースケートは全員スケート靴を
着用するので、用具使用の待ち時間はない。毎回
の授業は個人の技の習得を中心にしたので、授業
の回数にかかわらず、歩行数は安定していた。待
ち時間がないので、運動時間は長くなったが、実
際の歩行数は少なかった。この原因はローラース
ケートの運動の質によるものと思われる。ローラ
ースケートはスケート靴を履いた歩であり、その
上に歩を止めた惰力滑走もある。ゆえに、万歩計
でもってローラースケートの歩を測定するのは正
確性に欠けると思われる。
で行ったので、両チームの交代要員が審判にあた
った。正規のソフトボールではピッチャーとキャ
ッチャーに偏って運動量が多く見られた。したが
って、全体の歩行数が高くないのに、個人差が大
きくなった。
Ｂ集団のゲームは６人制の三角ベース（二塁
ベースを除く）で行った。ｌチームの人数を７人
とし、１人を交代要員とした。ゲームは２コート
同時進行で行ったので、両チームの交代要員が審
判にあたった。女子学生では外野に届く打球が少
ないので、９人制から外野３人を抜いた布陣にし
た。二塁ベースを抜くことによって、一三塁間が
長くなり、アウトが取りやすくなった。また、ピ
ッチャー独り舞台のゲームにならないように、三
振や四死球は無しとし、ピッチャーには打者が打
ちやすいボールを投げさせた。したがって、打球
がフェアになるまで、打者は打撃を続けた。その
効果はＢ集団の歩行数に反映され、有意な差が見
られた（ｔ＝２７７２．ｆ＝８２Ｐ＞０])。しかし、
個人差はＡ集団よりは小さくなったが、Ｂ集団に
も見られた。
(6)トランポリンの歩行数
トランポリンの授業の内容は表1１のように実
施した。
トランポリンは体育館で７台の器具を使用し
て実施した。１台を６～７人のグループで使用し
た。
トランポリンは短時間で集中的な全身運動にな
表11．トランポリンとローラースケートの授業の内容（◆は調査回）
－５５－
トランポリン ローラースケート
授業回数 2001年・Ａ 2002年・Ｂ
目
目
目
目
目
目
目
回
回
回
回
回
回
回
－
２
３
４
５
６
７
種目ガイダンス
◆ストレートバウンス
◆ニーズドロップ
◆シートドロップ
◆コンビネーション(1)
◆コンビネーション(2)
実技試験
種目ガイダンス
◆フォワード滑走
◆コーナリング
◆バックワード滑走
◆ターン
◆コンビネーション
実技試験
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以上の理由で、ローラースケートは今回の研究
対象から除いた。
２．種目間歩行数の比較
表５より、Ａ集団間及びＢ集団間の平均値の
有意差の検定を行った（表12,13)。
検定は、両集団ともに同じ結果がでた。すなわ
ち、テニス、バドミントン、ソフトボールの間に
有意な差はなかった〈Ｐ＜０５)。ゴルフとサッカ
ーはともに他の種目と有意な差が見られた
(Ｐ＞０１)。以上から、歩行数の多い順位は、１位・
サッカー、２位・テニス・バドミントン・ソフト
ボール、５位・ゴルフとなった。
３．歩行数と体力・実施回数
各種目別に体力測定（反復横とび、垂直とび、
背筋力、握力、伏臥上体そらし、立位体前屈、踏
台昇降、バーピーテストの８種目）との相関を
調べたが、両集団そろって相関の見られる種目は
なかった。
実施回数間の相関はサッカーの両集団（表14）
がすべて0.40以上となった。サッカーは、回数を
問わず、たくさん動く学生が固定していると思わ
れる。
表12.Ａ集団間の平均値の有意差の検定（上段：ｔ下段：ｄｆ）
表13.Ｂ集団間の平均値の有意差の検定（上段：ｔ下段：。f）
表14．サッカーの実施回数間の相関（上段：Ａ下段：Ｂ）
－５６－
ゴルフ テニス サッカー バドミントン ソフトボール
ゴルフ
テニス
サッカー
バドミントン
ソフトボール
※
印
田
船
花
８６Ｊ６
※
閉
、
河
1０６６４
3.845
※
7４
７７
5019
0.869
４．８５１
※
8３
3.764
０９７７
４４３７
0．２４７
※
ゴルフ テニス サッカー バドミントン ソフトボール
ゴルフ
テニス
サッカー
バドミントン
ソフトボール
※
聞
囲
陀
氾
０亜
※
胡
胡
的
４ ８
４
師
旧
※
記
舶
９
４
１
７
４
０
０
０
６
６
８
３
０
４
※
閉
０
７
９
２
“
旧
皿
乃
※
４
０
４
０
実施回数 1回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
目
目
目
目
目
回
回
回
回
回
１
２
３
４
５
※
６
５
８
４
５
６
５
６
■
■
●
■
０
０
０
０
１
９
０
２
４
※
４
４
４
０
０
０
０
０
３
２
９
５
６
※
４
５
０
０
０
０
０
８
１
８
４
５
６
※
４
０
０
０
０
５
８
８
２
５
６
５
５
●
ｂ
●
■
０
０
０
０
※
水岸誠教養科目「スポーツ実技」における種目別歩行数について
ドミントンの３種目については、運動量増加の
⑥
ためのさらなる工夫が必要と思われる。Ⅳ．まとめ
教養科目「スポーツ実技」で実施してきた種目
の運動量を歩行数で分析した結果、サッカーが最
も運動量が多く、最も少ないのはゴルフであった。
テニス、バドミントン、ソフトボールは同じ程
度の運動量があり、サッカーとゴルフの中間に位
置づけられる。運動量を多くするために、授業の
内容を工夫したが、テニスとバドミントンには工
夫の効果は見られなかった。ゴルフ、テニス、（
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